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税
務
課
長　

副
村
長
を
本
部

長
と
し
て
滞
納
整
理
を
昨
年

11
月
か
ら
今
年
１
月
に
か
け
て
、
全
庁

挙
げ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
今
後
も

１
％
で
も
２
％
で
も
収
納
率
を
上
げ
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

５
３
１
万
円
の
備
蓄
費
が
計

上
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
何
を

ど
の
く
ら
い
買
う
の
で
す
か
。
ま
た
、

新
設
さ
れ
た
防
災
広
場
の
倉
庫
に
一
括

し
て
保
管
し
、
何
が
保
管
さ
れ
て
い
る

の
か
周
知
徹
底
を
し
て
も
ら
え
ま
す
か
。

総
務
課
長　

Ａ
Ｅ
Ｄ
バ
ッ
テ

リ
ー
交
換
費
用
と
、
水
・
米
・

ク
ラ
ッ
カ
ー
・
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
な
ど
の

保
存
食
３
日
分
の
予
算
で
す
。
ま
た
、

役
場
裏
の
倉
庫
と
防
災
広
場
の
倉
庫
に

集
約
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
倉
庫
に
何
を
保

管
す
る
か
検
討
し
て
、
周
知
徹
底
を
し

ま
す
。

防
犯
灯
の
新
設
は
何
基
を
予

定
し
て
い
ま
す
か
。

総
務
課
長　

28
基
新
設
予
定

で
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
ま
す
。

創
造
の
森
キ
ャ
ン
プ
場
は
通

常
の
キ
ャ
ン
プ
場
で
は
な

く
、
時
代
に
合
っ
た
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場
に
す
る
な
ど
、
整
備
計
画
を
見
直
し

て
も
ら
え
ま
す
か
。

産
業
振
興
課
長　

発
想
を
変

え
て
整
備
計
画
を
見
直
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

１
月
13
日
か
ら
15
日
の
３
日
間
に
わ
た
り
、
第
２
次
査
定

が
終
了
し
た
平
成
27
年
度
一
般
会
計
予
算
案
を
執
行
側
か

ら
副
村
長
、
各
課
長
、
関
係
職
員
の
出
席
を
求
め
、
審
査
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
各
議
員
か
ら
出
さ
れ
た
多
数
の

意
見
を
集
約
し
、
予
算
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
改
善
・
要
望
事

項
を
６
項
目
に
ま
と
め
提
出
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
第
３
次

査
定
が
終
了
し
た
一
般
会
計
予
算
案
を
３
月
10
日
、
11
日
の

２
日
間
に
わ
た
り
審
査
を
行
い
、
削
減
さ
れ
た
学
習
支
援
員

と
校
務
員
の
配
置
を
す
る
予
算
な
ど
が
復
活
し
ま
し
た
。

　

右
の
よ
う
に
５
日
間
に
わ
た
り
、
一
般
会
計
予
算
案
を
慎

重
・
厳
正
に
審
査
を
行
い
、
採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
に
よ

り
採
択
し
ま
し
た
。

第
２
次
査
定
で
削
減
さ
れ
た

学
習
支
援
員
と
校
務
員
の
人

数
は
何
人
で
す
か
。

学
校
教
育
課
長　

中
学
校
で

は
学
習
支
援
員
１
人
、
校
務

員
１
人
、北
小
で
は
学
習
支
援
員
１
人
、

南
小
で
は
学
習
支
援
員
２
人
で
す
。

ど
う
し
て
も
必
要
で
あ
る
な

ら
ば
復
活
す
べ
き
で
は
な
い

で
す
か
。

学
習
支
援
員
・

 

校
務
員
予
算
の
復
活
を

副
村
長　

今
ま
で
も
他
町
村

に
比
べ
手
厚
い
配
置
を
し
て

来
て
い
ま
す
。
議
員
か
ら
の
要
望
と
い

う
こ
と
で
、
村
長
も
検
討
し
直
す
と
思

い
ま
す
。

国
民
に
は
納
税
義
務
が
あ
り

ま
す
。
滞
納
整
理
に
取
り
組

み
、
税
の
徴
収
率
を
上
げ
る
よ
う
に
最

善
を
尽
く
し
て
も
ら
え
ま
す
か
。

問答

徴
収
率
向
上
に

 

最
善
を
尽
く
す
こ
と

防
犯
灯
新
設
は
何
基
か

創
造
の
森
キ
ャ
ン
プ
場
の

 

整
備
計
画
の
見
直
し
を

災
害
備
蓄
品
の

 

保
管
は
一
か
所
に

問

答

答答答

答

問

問 問

問

創造の森
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で
存
続
か
廃
止
か
早
期
に
結
論
を
出
す

べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

生
涯
学
習
課
長　

補
強
し
て

あ
る
軒
先
は
地
震
に
よ
っ
て

全
体
が
落
下
す
る
こ
と
は
な
く
、
安
全

性
は
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

村
民
プ
ー
ル
の
軒
先
の
補
強

は
安
全
な
の
で
す
か
。
い
ず

れ
に
し
て
も
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
の

存
続
か
廃
止
か

 

早
期
に
結
論
を

個
人
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）

カ
ー
ド
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
す
か
。住

民
生
活
課
長　

個
人
番
号

カ
ー
ド
は
表
面
に
氏
名
、
住

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

 

カ
ー
ド
と
は

所
、
生
年
月
日
、
性
別
と
顔
写
真
、
裏

面
に
個
人
番
号
を
記
載
し
ま
す
。
本
人

確
認
の
た
め
の
身
分
証
明
書
と
し
て
使

用
で
き
る
ほ
か
、
図
書
館
カ
ー
ド
や
印

鑑
登
録
証
な
ど
自
治
体
等
が
条
例
で
定

め
る
サ
ー
ビ
ス
に
利
用
で
き
、
ま
た
、

電
子
申
請
な
ど
が
行
え
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

１．予算の執行にあたっては、全ての事業面でコストの削減
を図ること。

２．自然エネルギー推進事業、地域創生ふるさと応援事業は
効率的な事業推進をおこない、透明性を図ること。

３．税、使用料等の未納、未収金額を減らすこと。

４．防災備蓄品管理の一元化をおこない、関係者へ周知徹底
を図ること。

５．創造の森整備事業は、調査研究をして計画的に実施する
こと。

６．村民プールの存続か廃止かの方向性を早期に示すこと。

下記の改善・要望事項を提出しました。

予算・決算 特別委員会

古くなった村民プール

問

問

答

答

平成27年度一般会計予算
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教
育
委
員
長
と
教
育
長
を

一
本
化
し
た
新
「
教
育
長
」
の
設
置

　

増
額
の
内
容
は
、
太
陽
光
発
電
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
、
屋
根
に
上
が
る
タ

ラ
ッ
プ
の
設
置
で
す
。
そ
の
他
に
、
臨
時
の
職
員
駐
車
場
の
砕
石
敷
き
な
ら

し
と
雨
水
に
よ
る
土
砂
の
流
出
防
止
の
た
め
の
土
の
う
袋
の
設
置
、
既
設
校

舎
の
消
火
栓
に
つ
な
が
る
配
管
の
交
換
で
す
。
さ
ら
に
、
建
築
確
認
申
請
に

お
い
て
、
前
橋
土
木
事
務
所
よ
り
体
育
館
本
体
を
準
耐
火
建
築
物
に
す
る
よ

う
に
と
の
指
示
が
あ
り
、
防
火
設
備
に
変
更
す
る
内
容
で
す
。

工
事
請
負
契
約
の
変
更
（
全
員
賛
成
）

南
小
学
校
体
育
館
新
築
工
事

　

６
４
８
万
円
の
増
額

３月１２日に完成！

卒業式に間に合いました

条
例
改
正
（
全
員
賛
成
）

学
童
保
育
の
時
間
が
延
長

　

学
童
保
育
所
の
開
設
時
間
が
変
更
に
な
り

ま
し
た
。

午
後
６
時
30
分
ま
で

⬅

午
後
７
時
00
分
ま
で

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
条
例
改
正
で
す
。

新 旧

首長

教育委員会

教育委員会

委員

委員委員委員長委員委員

兼任

教育長を任命

教育長を任命

首長は教育長を任命していない

教育委員を任命

教育長

教育長

同意
（※）

★教育委員会の会務を総理し、教育委
員会を代表（会議の主宰者、具体的な事
務執行の責任者、事務局の指揮監督者）
★任期３年

新「教育長」（常勤）

第一義的な責任者が教育長であることが明確に
緊急時にも、常勤の教育長が教育委員会会
議の招集のタイミングを判断

首長が直接教育長を任命すること
により、任命責任が明確化

※教育長については、
　所信表明など丁寧な手続を期待

教育委員を任命

議会

議会

同意
委員長（非常勤）
教育委員会の代表
者、会議の主宰者

教育長（常勤）
具体的な事務執行
の責任者、事務局
の指揮監督者

事務局

旧体制

新体制

緊急事態！会議招集のタイミングは…

？

？ どちらが責任者？

教育委員長と
教育長を一本化

首長
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人　

事　

案　

件

選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充
員
選
挙

件　　　　名 提　　出　　者 紹介議員 結　果 賛　否

請  

願

2015 ＮＰＴ再検討会議に向けて日本
政府に核兵器全面禁止のための決断と
行動を求める意見書採択の請願

原水爆禁止群馬県協議会
　　代表理事　滝沢　俊治　　氏 栁田キミ子 採　択

意見書提出 全員賛成

陳　
　

情

多屋地内道路改良舗装工事について
第９区　　区　　長　福岡　治則
　　　　　区長代理　小山　三治
　　　　　区長代理　小山　　隆

― 採　択 全員賛成

矢玉沢擁壁改修工事について 第４区　　区　　長　新井　春美 ― 採　択 全員賛成

子ども・子育て支援新制度等に対する
要望について

一般社団法人 群馬県私立幼稚園協会
　　会　長　原　　徳明
群馬県私立幼稚園ＰＴＡ連合会
　　会　長　菅原　  豪

― 不採択 全員賛成

　

現
在
も
委
員
と
し
て
活
躍

し
て
い
る
野
本
氏
の
任
期
満

了
に
伴
い
、
引
き
続
き
同
氏

の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

固定資産
評価審査員

野本　誠　氏
　

現
委
員
の
小
林
肇
氏
の
任

期
満
了
に
伴
い
、
元
特
定
郵

便
局
長
で
、
民
生
・
児
童
委

員
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
て
い

た
高
橋
氏
の
選
任
に
同
意
し

ま
し
た
。

公平委員

高橋　弘二　氏
　

現
在
、
前
橋
人
権
擁
護
委

員
協
議
会
副
会
長
、
群
馬
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
理
事

で
あ
る
同
氏
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
法
務
大
臣
へ
再
任
の

推
薦
を
す
る
こ
と
に
同
意
し

ま
し
た
。

人権擁護委員
候補者

小山　隆弘　氏
　

現
在
も
委
員
と
し
て
活
躍

さ
れ
て
い
る
同
氏
の
任
期
満

了
に
伴
い
、
法
務
大
臣
へ
２

期
目
の
再
任
の
推
薦
を
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

人権擁護委員
候補者

堀内　礼子　氏

桑原　　武　氏
長岡 155 番地

三俣　哲夫　氏
山子田 1724 番地

髙 　尚子　氏
新井 427 番地３

小野関　守　氏
広馬場 2477 番地

岩田　憲司　氏
長岡 425 番地

狩野　嘉治　氏
山子田 1111 番地１

金井　福治　氏
新井 1492 番地５

金井　公正　氏
広馬場 818 番地

選挙管理委員

選挙管理委員補充員
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ふ
る
さ
と
納
税

制
度
を
う
ま

く
活
用
し
て
、
村
の
活
性

化
を
し
、
人
口
減
少
を
止

め
る
方
向
へ
持
っ
て
い
く

こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
米
の
保

管
倉
庫
は
必
要
と
考
え
ま

す
。
こ
れ
か
ら
ど
う
い
う

こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

村
長　

ふ
る
さ

と
納
税
制
度
が

短
期
で
終
わ
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
い
う
危
惧
も
私
も

持
っ
て
い
ま
す
。
制
度
改

革
を
し
な
が
ら
、
制
度
が

な
く
な
っ
て
も
こ
の
施
設

を
活
用
し
た
中
で
、
村
の

農
業
活
性
化
に
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
、
米
の
倉

庫
で
購
入
予
定

の
物
件
は
競
売
で
今
日
の

午
後
落
札
者
の
公
表
と

な
っ
て
お
り
、
入
札
価
格

が
４
棟
で
７
０
０
万
円
ぐ

ら
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
１
棟
を
村
で
買

う
の
に
５
０
０
万
円
は
高

い
の
で
は
な
い
で
す
か
。

総
務
課
付
課
長　

事
業
所
、
店
舗
、

工
場
の
評
価
は
低
く
、
倉

庫
に
当
た
る
部
分
は
高
く

な
っ
て
お
り
、
改
装
を
し

て
中
の
廃
棄
物
を
片
付
け

て
と
い
う
概
算
で
す
。

ど
ん
な
お
い
し

い
米
を
こ
れ
か

ら
つ
く
っ
て
い
い
の
か
、

土
壌
の
こ
と
も
含
め
て
村

は
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
入
っ

て
い
ま
す
。
米
の
保
管
庫

が
な
い
の
は
ナ
ン
セ
ン
ス

な
話
で
必
需
品
で
す
。
こ

の
意
見
で
い
か
が
で
す

か
。

村
長　

ま
さ
に

議
員
が
言
わ
れ

る
通
り
だ
と
私
は
思
っ
て

い
ま
す
。

運
用
の
面
で
倉

庫
を
持
て
ば
付

随
し
た
機
械
器
具
が
必

要
に
な
り
多
額
の
投
資
が

必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

農
協
で
も
事
業
委
託
を
受

け
て
く
れ
る
と
言
っ
て
お

り
ま
す
が
、
そ
の
考
え
は

あ
り
ま
す
か
。

村
長　

村
が
進

め
て
い
る
事
業

の
中
で
農
協
が
全
て
対
応

で
き
る
か
と
い
う
と
、
保

管
場
所
が
不
適
切
で
あ
っ

た
り
、
寄
付
金
の
目
的
使

用
の
中
で
村
が
保
管
庫
を

作
り
軌
道
に
乗
っ
て
任
せ

ら
れ
る
体
制
に
な
れ
ば
農

協
へ
お
願
い
し
ま
す
。
現

在
は
農
協
に
全
て
を
任
せ

る
こ
と
が
で
き
な
い
事
業

で
す
。

　

平
成
27
年
第
１
回
臨
時
会
が
２
月
３
日
開
会
し
ま
し
た
。
主
な
も
の
は
、
地
域
創
生
ふ
る
さ
と
応
援

事
業
な
ど
の
補
正
予
算
で
米
の
保
管
庫
５
０
０
万
円
の
財
産
取
得
を
め
ぐ
り
修
正
動
議
が
提
出
さ
れ
、

賛
成
５
人
反
対
５
人
で
議
長
裁
決
に
よ
り
修
正
案
は
否
決
さ
れ
原
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

答

答

答

答

制
度
活
用
で
活
性
化
を

競
売
物
件
５
０
０
万
円
は

 

高
い
の
で
は

保
管
庫
は
必
需
品
で
は

Ｊ
Ａ
に
委
託
を

問

問

問

問

　

補
正
予
算
の
内
容
は
地
域
創
生
ふ
る
さ
と
応
援
事
業
２
７
６
４
万
円
、
北

小
学
校
整
備
事
業
に
伴
う
体
育
館
東
の
擁
壁
工
事
に
お
け
る
法の
り

面
崩
落
防
止

４
７
５
万
円
や
農
業
機
械
導
入
事
業
３
８
３
万
円
な
ど
で
す
。
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修
正
案

　

米
の
倉
庫
予
定
の
家
屋
購
入
費
５
０
０
万
円
を
歳
入

歳
出
か
ら
減
額
す
る
も
の

発
議
者

　

岩
田
好
雄
、
山
口
宗
一

提
案
理
由

　

地
域
創
生
ふ
る
さ
と
応
援
事
業
は
村
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
大
変
効
果
の
あ
る
事
業
で
あ
る
と
理

解
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
事
業
が
現
状
の
ま
ま
永

年
継
続
し
て
行
え
る
か
十
分
精
査
し
見
極
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
米
保
管
庫
購
入
費
５
０
０
万
円
は
11
月

の
臨
時
会
に
お
い
て
も
こ
の
事
業
を
農
協
へ
委
託

す
れ
ば
必
要
な
い
と
、
減
額
修
正
が
可
決
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
農
協
の
幹
部
役
員
に
相
談
し
た
と
こ

ろ
米
の
検
査
、
倉
庫
で
の
保
管
、
精
米
、
荷
造

り
、
発
送
等
、
委
託
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
引
き
受

け
ら
れ
る
と
言
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
米
に
関
す

る
部
分
は
農
協
へ
委
託
す
る
の
が
最
善
策
と
思
い

ま
す
。

　

倉
庫
を
持
て
ば
、
そ
れ
に
付
随
し
た
機
械
器
具

や
維
持
管
理
、
人
件
費
等
も
必
要
と
な
り
多
額
の

投
資
が
必
要
で
事
業
の
先
行
き
も
ま
だ
わ
か
ら
な

い
部
分
が
あ
り
、
無
駄
な
投
資
と
な
ら
な
い
よ
う

十
分
精
査
・
検
討
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

平成27年　第１回臨時会

●
柗
井　

保
夫 

議
員

　

昨
年
の
11
月
に
始
ま
っ

て
や
っ
と
軌
道
に
乗
っ
て

き
て
い
る
中
、
こ
の
倉
庫

を
つ
く
る
事
に
よ
っ
て
生

産
者
の
元
気
、
地
域
の
人

た
ち
の
元
気
、
村
の
担
当

職
員
の
元
気
が
出
て
く
る

わ
け
で
や
ら
な
い
こ
と
に

よ
っ
て
出
て
き
た
元
気
を

損
な
い
ま
す
の
で
修
正
動

議
に
つ
い
て
は
反
対
し
ま

す
。

●
早
坂　

通 

議
員

　

米
の
品
質
管
理
を
し

て
、
寄
付
者
に
失
礼
の
無

い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は

保
管
庫
は
必
須
で
あ
り
、

精
米
機
の
財
源
に
つ
い
て

は
、
地
域
創
生
事
業
で
10

割
の
補
助
金
が
出
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
の
で
保
管

庫
は
作
る
べ
き
で
あ
る
と

考
え
修
正
案
に
は
反
対
し

ま
す
。

●
山
口　

宗
一 

議
員

　

地
域
創
生
ふ
る
さ
と
応

援
事
業
は
、
プ
ラ
ス
の
面

と
マ
イ
ナ
ス
の
面
が
あ
る
こ

と
は
ご
承
知
の
通
り
で
す

が
、
榛
東
村
か
ら
他
の
自

治
体
へ
応
援
し
て
い
る
額

は
確
定
申
告
が
行
わ
れ
な

い
と
わ
か
ら
な
い
と
考
え

ま
す
。
ま
た
協
議
の
中
で

も
一
過
性
に
終
わ
る
心
配
も

ご
ざ
い
ま
す
。
事
業
ス
タ
ー

ト
後
３
ヶ
月
余
り
経
過
し

て
い
ま
す
が
米
倉
庫
の
購

入
は
、
時
期
尚
早
と
考
え

修
正
案
に
賛
成
し
ま
す
。

●
小
山　

久
利 

議
員

　

米
の
保
管
庫
は
村
が
購

入
す
る
の
で
は
な
く
農
協

へ
委
託
す
れ
ば
で
き
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
又
、

購
入
予
定
の
場
所
は
村
の

端
で
も
あ
り
、
農
家
の
高

齢
化
も
見
ら
れ
、
そ
こ
ま

で
米
を
運
搬
す
る
の
も
大

変
な
場
所
で
す
。
27
年
度

産
の
米
も
予
約
販
売
と
い

う
事
で
現
物
が
な
い
状
況

で
取
引
さ
れ
て
い
る
中
、

定
例
会
で
十
分
検
討
で
き

る
と
思
い
ま
す
の
で
修
正

案
に
賛
成
し
ま
す
。

修正動議とは
　原案に対し、議員が修正の提案を行
う時、文書により提出する。その場合、
議員定数の 12分の１（本村において
は２人以上）の議員より提出されなけ
ればならない。

採決の結果
議　員　名 修正案 原　案

清　水　健　一 × ○

柗　井　保　夫 × ○

小　山　久　利 ○ ×

山　口　宗　一 ○ ×

小野関　武　利 × ○

松　岡　　　稔　 ○ ×

南　　　千　晴 ○ ×

松　岡　好　雄 欠 欠

栁　田　キミ子 欠 欠

岩　田　好　雄 ○ ×

岸　　　昭　勝 × ○

早　坂　　　通 × ○

金　井　佐　則 － －

○…賛成、×…反対、欠…欠席。
議長は採決に加わらないため「－」で表示

反
対
討
論

賛
成
討
論


